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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 40,238 △6.5 5,386 △35.9 3,724 △36.0

29年3月期第3四半期 43,065 2.9 8,410 △32.5 5,821 △32.0

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　9,075百万円 （―％） 29年3月期第3四半期　　△11,953百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 22.16 22.11

29年3月期第3四半期 34.24 34.16

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 3,290,730 224,739 6.7

29年3月期 3,285,408 216,977 6.5

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 222,248百万円 29年3月期 214,609百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 4.50 ― 4.50 9.00

30年3月期 ― 3.50 ―

30年3月期（予想） 3.50 7.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,900 △12.2 6,700 △33.0 4,600 △36.8 27.36

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 174,915,000 株 29年3月期 174,915,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 6,822,252 株 29年3月期 6,954,426 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 168,052,745 株 29年3月期3Q 170,021,968 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料記載の業績予想は、当行が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は、環境の変化等により異なる結
果となることがあります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、海外景気の改善を受け輸出関連産業を中心に生産が

増加基調で推移し、設備投資や個人消費も上向くなど、総じて緩やかに回復しました。 

山梨県経済におきましては、生産面では半導体製造装置や工作機械など機械工業を中心に増勢を

強め、需要面でも設備投資や個人消費に持ち直しの動きがみられるなど、全体として緩やかに回復

しました。 

当第３四半期連結累計期間の経営成績について、経常収益は、国債等債券売却益の減少などによ

り前年同期比28億26百万円減少し、402億38百万円となりました。 

経常費用は、投資信託解約損の増加などにより前年同期比1億97百万円増加し、348億52百万円と

なりました。 

この結果、経常利益は、前年同期比30億24百万円減少し、53億86百万円となりました。また、親

会社株主に帰属する四半期純利益は、同20億96百万円減少し、37億24百万円となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

主要勘定の増減について、預金は、個人および法人預金の増加などにより平成29年3月末比450億

円増加し、2兆8,454億円となりました。また、譲渡性預金を含めた総預金は、同632億円増加し、2

兆9,255億円となりました。 

貸出金は、中小企業等向貸出の増加などにより平成29年3月末比196億円増加し、1兆5,613億円と

なりました。 

有価証券は、平成29年3月末比478億円減少し、1兆1,937億円となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成29年11月10日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

当第３四半期連結会計期間 

該当ありません。 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第３四半期連結累計期間 

該当ありません。 
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３．補足情報

(1) 損益の状況（単体）

(単位：百万円)
前第３四半期(A) 当第３四半期(B)
(平成29年3月期
第３四半期)

(平成30年3月期
第３四半期)

39,479       36,648       △ 2,831     44,100       

31,144       26,051       △ 5,093     

26,098       25,864       △ 234       

24,279       23,167       △ 1,112     

3,024        3,475        451          

3,841        △ 590       △ 4,431     

う ち 国 債 等 債 券 関 係 損 益 5,046        186          △ 4,860     

20,348       20,278       △ 70        

11,710       11,781       71           

7,521        7,399        △ 122       

1,116        1,097        △ 19        

10,796       5,772        △ 5,024     

5,749        5,586        △ 163       5,700        

△ 379       -            379          

11,175       5,772        △ 5,403     

△ 3,483     △ 1,035     2,448        

562          11           △ 551       

-            632          632          

2,887        5,031        2,144        

5,234        6,142        908          

△ 573       △ 545       28           

7,692        4,737        △ 2,955     5,900        

△ 47        △ 263       △ 216       

7,644        4,474        △ 3,170     

1,730        163          △ 1,567     

480          898          418          

2,210        1,061        △ 1,149     

5,434        3,412        △ 2,022     4,200        

183          △ 620       △ 803       △ 400       

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 合 計

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

経 常 利 益

③ う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

法 人 税 等 調 整 額

② う ち 不 良 債 権 処 理 額

う ち 投 資 信 託 解 約 損

特 別 損 益

平成30年3月期
予想値

人 件 費

業 務 粗 利 益

経 費

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

増　減
(B)－(A)

経 常 収 益

（ コ ア 業 務 粗 利 益 ）

与 信 コ ス ト ① ＋ ② － ③

物 件 費

そ の 他 の 臨 時 損 益

コ ア 業 務 純 益

業務純益(一般貸倒引当金繰入前)

臨 時 損 益

う ち 株 式 等 関 係 損 益

業 務 純 益

税 金

税 引 前 四 半 期 純 利 益

経常収益は、国債等債券売却益の減少などにより前年同期比２８億３１百万円減少し、
３６６億４８百万円となりました。

経常利益は、経常費用が投資信託解約損の増加などにより前年同期比１億２４百万円

増加したことから、前年同期比２９億５５百万円減少し、４７億３７百万円となりました。
四半期純利益は、前年同期比２０億２２百万円減少し、３４億１２百万円となりま した。
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(2) 総預金・貸出金等の残高（単体） 

  (単位：億円)  (参考) (単位：億円)

 平成28年12月末 平成29年12月末  平成29年9月末 

総預金（含 NCD、末残） 28,716 29,345  29,363

 個人預金 20,851 21,253  20,877

  (単位：億円)  (参考) (単位：億円)

 平成28年12月末 平成29年12月末  平成29年9月末 

貸出金（末残） 15,189 15,686  15,322

 中小企業等向 8,821 9,598  9,251

  消費者ローン 3,848 3,901  3,871

   住宅ローン 3,729 3,781  3,750

 (単位：億円)  (参考) (単位：億円)

 平成28年12月末 平成29年12月末 平成29年9月末 

投資信託窓口販売残高 747 717 717

国債窓口販売残高 541 517 509

合  計 1,289 1,235 1,227

 

 

(3) 自己資本比率（国内基準） 

連結 (単位：百万円)  (参考) (単位：百万円)

 平成29年12月末  平成29年9月末 

自己資本比率 15.06％  15.65％ 

自己資本の額 182,942  180,481 

リスク・アセット等の額 1,213,959  1,152,647 

総所要自己資本額 48,558  46,105 

 

単体 (単位：百万円)  (参考) (単位：百万円)

 平成29年12月末  平成29年9月末 

自己資本比率 14.41％  14.98％ 

自己資本の額 174,567  172,279 

リスク・アセット等の額 1,210,923  1,149,892 

総所要自己資本額 48,436  45,995 

（注）1．リスク・アセット等の額の算出において、信用リスクは「標準的手法」、オペレーショナ

ル・リスクは「粗利益配分手法」を採用しております。 

   2．「総所要自己資本額」は、リスク・アセット等の額に４％を乗じた額です。 
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(4) 時価のある有価証券の評価差額（単体） 

  (単位：億円)  (参考) (単位：億円)

 
平成28年12月末 平成29年12月末  平成29年9月末 

時価 評価差額 時価 評価差額  時価 評価差額

その他有価証券 12,600 631 11,897 621  11,588 570

 株式 677 358 691 367  632 322

 債券 7,049 266 5,643 220  5,693 224

 その他 4,873 6 5,562 32  5,263 23

  うち外国証券 2,316 △ 21 1,131 △ 6  1,206 4

（注）1．上記の「評価差額」は、各期末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後。）と時

価との差額を計上しております。 

   2．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 

     なお、子会社・関連会社株式で時価のあるものは、該当ありません。 

  (単位：億円)  (参考) (単位：億円)

 
平成28年12月末 平成29年12月末  平成29年9月末 

帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益  帳簿価額 含み損益

満期保有目的の 
債券 

9 0 21 0  20  △ 0

 

(5) 金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体） 

 (単位：億円)  (参考)(単位：億円)

 平成28年12月末 平成29年12月末  平成29年9月末 

破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 

72 75  75

危険債権 257 192  194

要管理債権 39 43  40

小計 (Ａ) 369 311  310

正常債権 14,889 15,454  15,084

合計 (Ｂ) 15,258 15,765  15,394

開示債権比率 (Ａ)/(Ｂ) 2.42％ 1.97％  2.01％

（注）上記の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定する

各債権のカテゴリーにより分類しております。 

   なお、部分直接償却は実施しておりませんが、実施した場合は以下のとおりとなります。 

 (単位：億円)  (参考)(単位：億円)

 平成28年12月末 平成29年12月末  平成29年9月末 

破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 

50 48  48 

危険債権 257 192  194 

要管理債権 39 43  40 

小計 (Ａ) 347 284  283 

正常債権 14,889 15,454  15,084 

合計 (Ｂ) 15,236 15,738  15,367 

開示債権比率 (Ａ)/(Ｂ) 2.28％ 1.80％  1.84％ 

     以 上 
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